











Bernard de Mandeville “The Fable of the Bees: or, 






ling Hive or, Knaves Turn’d Honest ），『蜂の寓話，またの題「私人の悪徳・公共の利得」J
( The Fable of the Bees or,Private Vic巴sPublick Benefits ）。この著者はバーナード ・































































The Root of Evil, Arance, 
That damn’d il-natur’d baneful vice 
Was Slave to Prodigality, 
That noble Sin, whilst Luxury 
Employ’d a Milion of the Poor, 
And odious Pridea Milion more 
Envy it self, and Vanity, 
Were Ministers of Industry, 
Their darling Foly, Fickleness, 
In Diet, Furniture and Dress, 
That strange ridie’lous Vice, Was made 
The very wheel that turn'd the Trade 







































292 小牽和：バー ナー ド・ド・マンドヴイルの 『蜂の寓話，またの題「私人の悪徳・公共の利得」j
これは意外と売れ，半ペニー4頁綴りの偽版が作られた程であった。 1714年に単行本として再
版された。これには散文としての補論が加わっている。これが『徳操起源論j( An Enq uuy 




































































294 小華和：バー ナー ド・ド・マンドヴイルの『蜂の寓話，またの題「私人の悪徳・公共の利得」j
恵まれた環境にもあったとみられている。イギリスに渡ってからの彼の正確な伝記的資料は乏


























































































































































































えているが，守銭奴は彼らを窮迫のうちに死なせていると している。フオー トレー は「衣裳へ
の過度の支出jを正当化し， フォン ・シュレッターは，著｛多取締法規に反対し，衣服などは豪























300 小華和：バ ナーー ド・ド・マンドヴイルの 『蜂の寓話，またの題 「私人の悪徳・公共の利得J
2.シュムベーター
シュムベーター（ Joseph A. Schum peter ）は彼の名著，「経済分析の歴史」“Historyof 
Economic Analysis, 1954ヘ でマンドヴイルに関しては，第2編発端から第l次古典的状
況に至るまで （およそ1790年に至るまで） の第3章行政顧問官と時事問題小冊子論客の4.諸
体系， 1600-1776年の（ e）アダム・スミスと 『国富論Jの 「注16Jのなかに，アダム・ ファー
グソン（ Adam Ferguson 1723-1816年）とマンデヴイルについて述べているにすぎない。
以下において東畑精一訳によるものを述べる。 「バーナード・ド・ マンデヴイルは『不平をこ
ぼす蜂の巣11705年（ The Grumbling Hive, 1705 この書は後の 『蜜蜂物語，もしくは私












サミュエル ・ホランダー （Samuel Holander, Th巴Economicsof Adan Smith, 1973年）














































河上はBernardde Mandeville. 1670? - 1733年として出生年には？をつけている。 「蜜
蜂物語jは詩と其の註釈と論文とを合綴したもので，その詩は TheGrumbling Hive : or
Knaves turn’d Honestと題し，1706年に独立の小冊子として公にされたとしている。河上は京
都帝国大学所蔵の1728年版にあたっており，この本の Fableof the Beesにある序文（これは


































































































F A BL E 
OF THE 
B E E S= 
OR, 
Pγi勺αteVices,Pu/Jlic k Benefits. 
With an ESSAY on 
C Ii AR IT Y and CH AR IT Y-S CHOO Ls. 
AND 
A Search into the Natureザ Society.
The SI x TH E o IT Io N. 
To which is added, 
A V I N D I c・ A T I O ” of theB O O K 
仕omthe A中erlionscontai尚 ina Prefent・
men t of the Grand-Jury of Midd/efax; 
and an abulive Letter to Lord C. 
LONDON.・
Printed for J. To N so N, at Shakejpea〆s-Head
over-again氏Katharine-Streetin the Strand. 
MDCCXXXII‘ 
ょった。最後に「寓話」の最後に書か くこの図は「蜂の寓話」の表紙〉
れている 「教訓Uを示しておく。
教 訓 若芽のときは誰も顧みなし、。だがしかし
さらば不平はやめよ，馬鹿者だけが やがて他の木を窒息させ，幹に伺い上がる。
偉大な蜂の巣を正直にせんとする。 それでもこれを束ね切り込めば，
世界の佳きものを楽しみならが， あの結構な果物をわれらに恵む。
武威は輝き，生活は安泰， かように悪徳にも恩沢がある。
そのうえさしたる悪徳なしということは 正義によって栽断し，束縛すれば，
脳裡に宿る空しいユートピア。 いな，国民が偉大を望むなら，
詐り，箸り，誇りはやはりなくてはならぬもの， 悪徳の国家に必要なること
そしてその恩沢をばわれらが受ける。 空腹の食事におけるがζとし。
空腹は恐ろしい悪疫だ，ほんとうに， 徳が高いというだけで国々の暮らしをば
だが空腹なくして誰が消化し身を養う。 豪勢にするは無理な話。黄金時代の復活を
酒のもと葡萄のよくできるのは干乾びた， 葉う人々は楽園の「正直」のみならず，楽園の
かしみ
見窄らしい曲り歪った蔓のおかげではないか。 「樫実」にも自由の襟度あらま欲し。
(1988年9月19日）
